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格に則して 4 期に区分した。すなわち①減租減息運動時期（1941 年初～1946 年 5 月 4 日）、②
五四指示時期（1946 年 5 月 4 日～1947 年 1 月）、③土地改革復査時期（1947 年 1 月～1947 年






第Ⅳ節（＝②）の時期は五四指示（中共中央「関於清算減租及土地問題的指示」1946 年 5 月 4
日）による土地改革の発動を劃期とする(5)。山東を管轄する華東局は 5 月から 6 月にかけて議
論を深め、その後濱海区党委（1946 年 7 月 2 日に濱海地委に改組）が 6 月 14 日から 23 日にか
けて群衆工作会議を開き実施に向けての方針を討議した。それを踏まえて濱海区は 8 月 25 日濱
海地委「関於如何具体的執行中央五四指示的補充指示」を発出し、老根拠地のみならず新区で
も土地改革を実施し、10 月中に完成させるという方針を定めた(6)。当地域の土地改革は五四指
示から 4 箇月後、九一指示（華東局「関於徹底実行土地改革的指示」1946 年 9 月 1 日）によっ
て本格的に始動した(7)。実際、①の時期の 1946 年 1 月から九一指示後の 9 月まで、同紙に闘争
の果実に関わる記事は確認できない。またこの時期の闘争の果実は土地が中心であるが、『濱
海農村』に掲載される事例の件数が少ないことから(8)、当地域の各種運動は低調であったと考
えられる。第Ⅴ節（＝③の時期）は 1947 年 1 月以降、この情況に対する土地改革のやり直し、
すなわち「土地改革（土改）復査（覆査）」が行われた時期である。二・二一指示（華東局「関
於目前貫徹土地改革土改復査並突撃春耕生産的指示」1947 年 2 月 21 日）以降は政策が急進化
































































を確認しておきたい。この『濱海農村』は 1945 年 6 月 1 日に濱海区党委（既述の通り 1946 年











て赤貧戸に分与してよい）。』」（1947 年 4 月 15 日）(14) 
幹部から寄せられた報告に対して、『濱海農村』の編輯が工作方法と方針の伝達を行っている。








「本紙 206 期 2 頁に『どのように処理すれば適当か』という記事が掲載された。すでにいく
つかの解答が得られ、以下に 3 編を選んで掲載する。（3 人の村幹部からの手紙を引用。前 2
者は群衆の手によって裁かせることを提案、最後の 1 つは公審大会を開き銃殺することを主
張。）……。以上の 3 つの意見に基づいて、我々は先の 2 個が比較的適当であると感じる。
……。」（1947 年 5 月 19 日）(15) 
この記事からは幹部から寄せられた複数の方法を検討し、そこからより適切なものを提示して
いることが分かる。 






たい。……。」（1947 年 11 月 27 日）(16) 
この日の『濱海農村』には 2 本の記事が掲載されている。それに対して「工作意見」というコ
ーナーが評論を加え、その工作のポイントをまとめている。 




















 本節では日中戦争期から 1946 年 5 月 4 日の五四指示（土地改革の発動）まで、すなわち別稿
での①の時期の情況をまとめることとする。1945 年夏に第二次世界大戦の帰趨はすでに決まっ
ていたが、山東省南東部での日本軍は依然として対処すべき軍事勢力であった。次のように日
本軍による掃蕩と徴発は戦争終結の 2 箇月前でも続いていた。 
「壮崗区前小朱陳ではこの度の掃蕩に際し、移転が甚だ急であり、群衆は混乱して山の上へ



































































者は直ちに減租減息を要求している。中には、何日間かゴロツキが謡言を造り『8 月 15 日（※





































Ⅳ 濱海区の土地改革：1946年 5月 4日（五四指示）～1947年 1月 
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穏健な政策の展開 
 1946 年 5 月 4 日に発出された「関於清算減租及土地問題的指示」、いわゆる五四指示により
共産党支配地区における土地改革が始まった。地主からの土地の没収と分配は日中戦争期より
行われていたが、この五四指示によってその政策が公然化した。さらに 9 月 1 日、華東局「関
於徹底実行土地改革的指示」、いわゆる九一指示によって華東地区での土地改革が正式に発動
した。ここに地主や富農などから土地を没収し、それを貧農雇農へと分配するという運動が当




「大店全鎮の 72 家の地主は、減租減息してから、商工業生産に転向する者が 57 戸おり、そ
の内商業経営に従事する者が 9 戸、織布する者が 5 家、紡織する者が 20 家、紙巻タバコを作
る者が 18 戸、農業生産をする者が 5 家いた。……。（以下地主経営の具体例：荘ＪＬ、荘Ｘ
Ｇ、荘ＤＬ、荘ＪＬ）」（1946 年 8 月 1 日）(29) 
「濱海駐会議員高□宸（※高贊非の間違いか？）氏は次のように考えている。『大店地主の
荘ＸＧは紡織生産において自給することが出来た。工商業を発展させる方向こそがすなわち
地主の正しい方向なのである。』」（1946 年 8 月 24 日）(30) 


























た第 2 期）の『濱海農村』から読み取れる闘争の果実の実例は少なかった。 
 この戦後から五四指示、九一指示を通した時期の対地主政策は比較的穏健に進められたと言





 この情況が大きく変化していくのが 1946 年冬から 47 年初頭にかけてのことである。 
 




査）”期の情況を述べる。1947 年 2 月 1 日の毛沢東「迎接中国革命的新高潮」は、五四指示に
よる土地改革の 3 分の 1 が未発動であったとして運動の加速を指示した。ここに全解放区での
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いて支援前線を主として同時に期を逃さず復査工作を完成させることを討論し決定した。」

































支援前線もその意気込みが高まった。……。」（1947 年 1 月 27 日）(39) 
この村落では契約文書を農民の手に渡すことで、ようやく人びとの生産意欲が向上し、さらに
支援前線にも力が入るようになった、という。次の記事は別稿の第④期（すなわち七七指示以



























 1946 年 10 月上旬より国府軍が濱海区への侵攻を開始、同月下旬には臨沂・郯城地区が戦場
となった。12 月上旬、国府軍は北方の膠済線上の高密より南進し、諸城へと進出、2 月 15 日に
は山東省南部の中心都市臨沂が陥落した。1947 年 1 月から 2 月にかけては当地域の新浦、東海、











































ない者が住宅を得、18 戸の耕す土地のないものが土地を得、各団体は 150 人以上を拡大し、
27 人の労働婦女も自発的に婦女民兵に参加し、毎日槍を掲げて歩哨にたった。」（1947 年 1
月 15 日）(45) 
この地区では“砲火が連日続く”中、支援前線と土改復査を慌ただしく執り行っていた。以下
の臨沂の事例はより具体的である。 
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「（2 月）15 日、河西の敵は□裏村を砲撃し、この村の民兵はずっと河岸を堅持し、7 組の
耕牛を援護して安全に土地を耕した。19 日、白家墩、黄家廟等の村落の群衆がちょうど肥や
しをやっていると、□家墩の 100 余りの敵が出てきて騒動を起こしたが、遊撃隊によって撃

































（1947 年 6 月 29 日）(51) 





 1946 年 10 月以降濱海区周縁の軍事情勢が緊迫化する中、特務に対する闘い、“反特闘争”
が提起された。特に 1947 年 4 月の危機の拡大以降、夏に至りこの動向は盛り上がりを見せるよ
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「敵が臨沂を占領した後、大部分の武工隊員と幹部には 2 種類の思想が生まれた。1 つは単
純な時間を数え主力を待つものである。2 番目は単純な遊撃を行う思想である。……。」（1947







……。」（1947 年 4 月 15 日）(56) 
この記事の紹介する事例に対して『濱海農村』編輯は追加して次のような見解を示した。 
「軍属の富農傾向に対する処理原則は基本的に一般の富農傾向に対する処理原則と同様であ













































で復査を行う。人びとに先頭に立つ者、少なくとも 10 人の中から 1 人或いは 2 人を探すよう
























 次の 1947 年 7 月 1 日の記事に記される濱海区地委の認識によれば、莒南・日照・莒県 3 県の
土改復査は 6 月末までに一段落を迎えたと評価されていた。 
「兄弟たちよ！ 4 月前半に我が濱海区共産党の総機関（すなわち地委）が会議を開き、我
々に復査工作の段取りをつけて以後、莒南、莒県、日照の 3 県は、……、現在大体任務を完
成したと考えられ、大封建地主、特務はすべて倒された。」（1947 年 7 月 1 日）(64) 
4 月から 6 月にかけての復査の結果がここで報告されている。この記事の標題には「14,375 中















体的な左傾に求めることは可能だろう。1947 年 7 月 17 日から 9 月 13 日にかけて河北省平山県
西柏坡村で開催された全国土地会議において運動の加速が決定された。これまでの土地改革の
不徹底が述べられ、消極的な幹部に批判を加え、各解放区での土地の均分の推進、貧雇農路線




















少し太平によって麻痺してしまっている。……。」（1947 年 8 月 27 日）(66) 

































年 9 月 3 日）(69) 
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 日中戦争中の 1942 年、共産党は連合抗日のスローガンの下で地主層との連携を強化し、その
友好的な分子の取り込みを積極的に図ってきた。その一方で反抗的な地主に対しては孤立させ



























けている。……。」（1947 年 8 月 9 日）(77) 
このような群衆全体の発動に際し、貧雇農以外の成分の幹部への混入、貧雇農に対する教育の






























土地を返還させる。……。」（1947 年 7 月 25 日）(79) 
この中で土地の偏在の是正徹底、土地の均分が要求された。この記事で明言されているように
本来は分配の対象とはならない地主の家屋や私有財産の類いも一切が非合法とされた。この頃
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った物品を調べ、ある地主は親戚や友人の家に逃げて隠したものも査出した。」（1947 年 7





「検査の結果 6 箇村だけの調査では合計 880 戸あるが、その中には 165 戸の赤貧がいる。1
人当たり平均 0.8 畝にも及ばず、112 部屋あるが 5 人でようやく 1 部屋あるだけで、さらに
97戸はいまなお地主の部屋を借りて住まねばならない。ところが鎮全体の105戸の地主は509
人で 1,475 部屋の大きな住宅と 532 畝の土地を占めている。……。」（1947 年 8 月 5 日）(81) 
「日照県望海区大堯王城村では精査を通してまたしても地主丁ＷＹが 3 人で 6 部屋の家、安
ＢＴが 2 人で 3 部屋の家に住んでいるのを見つけ出した。……。貧雇農が点検を行ってから、













翻身して土地を多めに手に入れた 10 戸の家は自発的に 30 畝余りの土地を提供した。……。」








していた。抗戦が始まり、彼の一家 7 人はまだ 100 畝余りの土地を所有していた。双減（※
減租減息）の時、彼は一方で進歩を装い、一部の土地を窮爺たちに提供し、また自発的に村
内の会計を手伝った。一方でこっそり村外の土地を売り払っていた。……。この時家には 7






を絶つことはなかった。……。」（1947 年 8 月 9 日）(85) 
「莒南県大店区の街町村では、『細査』を経た後、復査工作がまったく徹底的でなかったの
が明らかになった。3 戸の地主はまったく処理されておらず、例えば荘ＺＨは村内で帳簿付
けと識字班の先生を担当しており、4 人家族で標準的な土地 60 畝（？）余りを所有しており、
飲む水はすべて人が汲んだもので、食事は常に 4 皿、せんべい入りの卵スープがあった。」
（1947 年 9 月 2 日）(86) 









た。先月 30 日に 1500 余りの貧雇農は糺察隊の掩護の下、7 隊に分かれて全鎮 105 戸の地主
をすべて逮捕し管理下に置いた。特務地主『四喜堂』の家人の時には、一人の栄誉軍人が、
地主の家と親戚関係にあった為に、逮捕させないように擁護した。糾察隊は彼を丁寧に諫め




















ほしい。ただ彼らが真っ当に改心すれば、過去の罪は問わない。……。」（1947 年 7 月 3 日）
(88) 
管見の限り 1947 年 7 月以前には国府軍や還郷団内の離間工作に重点が置かれていたようであ
る。共産党側に寝返るならばその罪は赦すとして、彼らの帰還を促していた。 
 ところが 8 月以降、解放区内に暮らす還郷団の家族を逮捕する事例が散見されるようになる。
以下はすべて軍事的緊張の続く濱海区南部諸県の記事である。 
「濱南の臨沭、郯城、東海の 3 県には 600 余りの村落があり、反蒋復仇運動を展開している。
群衆はみな『人殺しは命で償え、負債のある者は金を返せ！』と叫んだ。郯城の某村では『地



















に路を教える者に黒点 1 つ、民衆を捕まえるか殺す者に黒点 5 つ、家を焼く者に黒点 5 つを
与え、20 個の黒点を得れば即ち死刑とする。およそ悔い改めて戻ってきた者には赤点 1 つ、
鉄砲を持ち帰った者は赤点 5 つを記録し、20 個の赤点を得れば即ち良い公民と認定する。ま









の時、全ての人が共産党政権に忠実かどうかというという踏み絵を迫られた。1947 年 7 月から
8 月にかけて、特に 8 月上旬の『濱海農村』の紙面にはこのような事例が数多く掲載されてい




 敵と認定された人びとに対する人権侵害が広範に発生しつつあった。本節第 2 項でも言及し
た大店の悪覇地主荘英甫（共産党側の呼称では荘閻王）は 1944 年 5 月の段階で闘争にかけられ






た。……。先月（6 月）14 日の夕方、大店附近の 5 千人余りの群衆が殺人魔荘閻王を訴えた。
……。先月 25 日、荘閻王とその 5 人の走狗は群衆の要求の下で銃殺された。」（1947 年 7









に報告する。第五、地主は 2 人一緒に密談出来ない。……。」（1947 年 8 月 11 日）(93) 
「莒県の中楼村では、貧雇農の討論と農救会大会の決定を通じて、地主に 10 の金のタガの帽
子を作った。（一）自己の労働で飯を食うこと。公民権はない。（二）農会の許可を経ずし





















組織し、先頭に立って清算を取り消させた。しかしこの 2 人の輩は 3 日もしないうちに農民
兄弟たちに大通りでたたき殺された。……。」（1947 年 9 月 21 日）(95) 
この地主たちはおそらくは裁判を経ずに群衆によりリンチにかけられ殺害された。続いて大店
で行われた人民裁判の事例を紹介する。6 月 25 日に荘英甫が処刑された後、8 月上旬、さらに
9 月 11 日に公開で裁判が行われた。旧稿でも論じたように 1944 年 5 月の闘争は誰もが認める
大悪覇、荘英甫などのみが対象とされたのだが、この段階でそれ以外の一般の地主へと順次拡
大されていった。 







年 8 月 13 日）(96) 
この時殺害されたのは荘ＰＺら 12 名である。大店における人民裁判、農民法廷はその約 1 箇月
後に再び開催された。 











った。」（1947 年 10 月 3 日）(97) 
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へと圧縮されていった。最終的に臨沂は 1948 年 10 月 10 日、新浦は 11 月 6 日、郯城と新安は
11 月 8 日にそれぞれ陥落し、当地域より国府の正規軍は一掃された。 
 この 1947 年冬以降の戦況の好転とほぼ同じ頃、1947 年 10 月 26 日に濱海地委は「在貫徹土
改復査中地委対幾箇具体問題的決定」を発出し、反特闘争などでの人権侵害の横行を抑制する


















































の赤裸々な実像を読み解くことが出来る。以下は 1953 年 1 月 7 日の「莒県反動地主の活動の猖
獗」という記事である。 
「山東莒県十三区の宋家当門村の地主・富農の反動分子は昨春公然と当村の雇農・貧農に対

















                                                                
注釈 
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(12)すでに本稿で引用している資料集であるが、改めて書誌情報を提示する。山東省檔案館・山東社会科






在那裏？ 怎麽辦？：答劉ＸＱ同志問」『濱海農村』1947 年 4 月 15 日。以下、同紙を引用する場合は日付
のみを記載する。 
(15)「本報二〇六期二版上、登一個『怎様処理恰当』、已経接到一些解答、現在選択三篇登在下面：……
根拠以上的三個意見、我們覚得前両個比較合適、……。」「看看怎様処理恰当 答出来了」1947 年 5 月 19
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1947 年 11 月 27 日。 
(17)「日照県委在最近召開幹部大会検査復査工作、発現以下幾個主要問題：（一）……。（二）……。（三）……。
県委領導上急於求功、一方面限期完成任務（按：這是不対的）、另方面用評功、表揚来鼓勵幹部熱情（按：
這是対的）、……。」「糾正自満思想 日照県委検査復査 発現三個重要問題」1947 年 11 月 19 日。 
(18)「壮崗区前小朱陳、在這次掃蕩時、転移太急、群衆混乱的到山坡上去、一点組織也没有。」「敵人来
了別乱跑 組織起来転移」1945 年 6 月 6 日。 
(19)「可是、大家想想、鬼子能叫咱安安穏穏的喫嗎？ 能叫咱安安穏穏的留着嗎？那是没有的事。他要想
盡一切辦法搶咱的。所以、咱也要想盡一切辦法不叫他搶去、趕快藏起来。」「趕快藏麦子」1945 年 6 月 11
日。 
(20)「黄墩区盧澗荘、怕鬼子焼殺、想買安、就按照鬼子的命令、凑了……。」「盧澗荘給敵人送東西」1945
年 8 月 11 日。 
(21)前掲荒武、2006 年、116 頁では日中戦争下の『大衆日報』1942 年 10 月 23 日の事例を引用し、共産党
への復讐の為日本軍の力を借りた事例を紹介した。 
(22)「士紳李先生、在繳公糧的時候也説：八路軍保衛根拠地、窮富都有好処、抗日是大夥的事、就得有銭
出銭、有力出力。」「繳納好公糧」1945 年 6 月 21 日。 
(23)「俺借荘壊蛋要反攻、主要是五個被闘的。拉攏了撤職的民兵隊長和村長搞的、他們又争取二十多個群
衆。……。」「借荘地主大反攻」1945 年 7 月 26 日。 
(24)「日本鬼子投降了、咱們向敵人取得了勝利。咱們要歓祝這勝利、為這勝利高興、快楽。可是、咱還不
要忘了国民党蒋介石的反動。……。咱們想想、咱們奮闘来的果実、能譲他奪去嗎？ 咱們能再去遭受被圧
迫被剥削的日子嗎？」「歓迎抗日戦争勝利 迎接新的工作」1945 年 8 月 16 日。 
(25)「可是有很多人……被這種勝利衝昏了頭脳、以為日本鬼子投降了、国民党像豆腐渣一様也来不了、已
経到了天下太平、万事大吉的時候了、就在家裡打着遇安穏日子了。……。」「糾正太平享楽思想 積極的








「認清自己的力量 打破変天思想」1945 年 10 月 26 日。 
(28)「竹庭県沙河鎮、是被敵偽統治了七年多的重要市鎮、是漢奸趙ＨＣ突撃隊的老窠、群衆長期受着敵人
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的奴化教育和宣伝、対共産党的政策一点都不了解。……。群衆都不敢接近我們、……。」「沙河鎮怎麽開
展了減租工作」1946 年 1 月 24 日。 
(29)「大店全鎮七十二家地主、自減租減息後、転入進行工商業生産的有五十七戸、内中従事経商的有九戸、
織布的有五家、紡織的有二十家、捲煙的十八家、農業生産的五家。……。（以下、地主経営の具体例：荘
ＪＬ、荘ＸＧ、荘ＤＬ、荘ＪＬ）」「大店已有五十七戸地主全部転入工商業生産」1946 年 8 月 1 日。 
(30)「濱海駐会議員高□宸（※高贊非の間違いか？）先生認為：『大店地主荘ＸＧ、能在紡織生産中自給。
発展工商業的方向、就是地主正確的方向。』」「認識到無理剥削農民不対 薛主任・朱院長自動献田三百
多畝」1946 年 8 月 24 日。 
(31)「諸城逃亡地主、在我膠高自衛戦的勝利影響下、都紛紛回家就業。……。」「膠高自衛戦勝利影響下 
諸城逃亡地主紛紛回家就業」1946 年 7 月 17 日。 
(32)荒武達朗「1940 年代山東省南部抗日根拠地の土地改革と農村経済」『アジア経済』39-11、1998 年及
び前掲荒武、2017 年、4-5 頁。 
(33)「山東省政府関於公布山東省土地改革暫行条例的命令 附：山東省土地改革暫行条例」1946 年 10 月
25 日（前掲山東省檔案館等編、第 17 輯、1984 年、544-550 頁所収）。 
(34)田中恭子『土地と権力：中国の農村革命』名古屋大学出版会、1996 年、198-201 頁。 
(35)「臨沂岔河、太平、茶山等区、為了迅速完成復査、消滅空白村、決定従各先進村抽調大批好的村幹、
積極份子、組織『翻身大隊』、另外以各聯防為単位、組織『翻身突撃組』、集中到一個点、一面突撃開展
空白村工作、一面照顧本村的工作。……。」「臨沂岔河等区、組織翻身隊開展空白村」1947 年 1 月 11 日。 
(36)「戦争情況緊急的時候、郯城有些幹部忙着支前工作、忘了復査工作、有的主張把両種工作分出先後来。
県委根拠這種思想情況、便討論決定：以支援前線為主、同時抓緊完成復査工作。」「前方打勝仗、後方扎
地根！郯城佈置支前与復査結合」1947 年 1 月 7 日。 
(37)「臨沭東朱樊村、近来特務活動很厲害、不断造謡割電線。村幹部研究以後、都説是因為民兵出発、看
家人少了。他們就自動成立幹部班、連小学教員也参加進去。武装起来、配合留在家的民兵、査崗査店。……。」
「民兵出発後怎様防特？ 薛家墩後・東朱樊 村有了辦法」1947 年 1 月 9 日。 
(38)「但是由於過去土地改革中、我們没注意要老契文書、許多農民的心裏、総是二二乎乎的、認為『無憑
無拠還不是種幾天呢？』又加上一些壊地主□□造謡、説什麽：『中央軍来了少不了我一畝』、想着恢復他









地農会還可以自己商議決定。以上意見、謹供参考。編者』」「怎様立翻身文書？」1947 年 9 月 23 日。 
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(41)中共臨沂地委党史資料徴集委員会編『中共濱海区党史大事記（1921 年 7 月至 1949 年 9 月）』山東人民
出版社、1988 年、218-219 頁。 
(42)「正当蒋軍向我濱海区侵攻的時候、（様々な“特務”の事例）在莒県桑園区組織暴動。……。特務葛
ＹＳ、是青旗会的頭目、他用□□来造謡、迷惑落後群衆、説什麽：『中央軍快来了、在会没有事』等。……。」
「桑園区特務暴動已撲滅 主犯六人依法槍斃」1947 年 1 月 9 日。 
(43)「蒋軍進佔咱南大門口時、竹庭青口、有些壊地主造謡生事、加上飛機乱飛、炮声響、有些人慌了。城
関区馬上普遍召開祝捷大会、各鎮黒板報上也宣伝解釈、叫壊蛋当場反省。……。」「打破了混乱思想 青
口鎮和往日一様熱閙」1947 年 2 月 9 日。 








民兵游撃隊的掩護 臨沭臨沂炮火下搶耕春地」1947 年 3 月 27 日。 
(47)「這次溝頭区的思想教育、首先是掲発蒋軍暴行。又進行了快要大反攻的教育、更進一歩提出解放区是
一家、団結友愛打老蒋、説明許口区的麦子、也是咱自己的麦子。所以這次搶収、対辺沿区的群衆、除了進




大減少」1947 年 3 月 1 日。 
(49)「竹庭在前線的子弟兵団、前幾天組織慰問団、回家慰問家属、把在前線的情形、詳詳細細的講給家属
們聴。家属們一聴、心裏都欣然、掲破了特務造謡説『民伕都叫八路留下当了兵』的謡言。……。」「竹庭
前線子弟兵団 派代表回家探親 掲破謡言家属心寛」1947 年 3 月 21 日。 
(50)「臨沂県岔河区的武工隊、在龎家村抓住了五個特務。……。偸偸組織「地下軍」、在荘子裏假装進歩、
混進了民兵裏辺。……。」「龎ＪＳ首謀投敵俟槍決 杜家田被騙悔過後釈放」1947 年 4 月 17 日。 
(51)「街町村、是莒南斗山区、比較大的一個荘、共二百八十戸人家、農救会荘ＨＸ、和幾個主要幹部、都
被地主荘ＺＨ、荘ＺＺ幾個壊蛋収買了。……。」「街町的復査是怎要搞開的？」1947 年 6 月 29 日。 
(52)前掲中共臨沂地委党史資料徴集委員会編、1988 年、231 頁。 
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各種工作搞通了」1947 年 4 月 23 日。 
(55)「敵人侵佔臨沂後、大部份武工隊員和幹部、産生了両種思想、一種是単純算時間、等待主力。第二種
是単純打游撃的思想。……。」「臨沂武工隊看透了勝利前途 克服単純游撃等待思想」1947 年 3 月 31 日。 
(56)「就是在翻身当中、没有公平合理的分配果実、有些幹部和農民、多分了果実、成了暴発戸、変成了富




多、在糾正富農傾向当中、都要適当的解決。……。」「怎様処理軍属富農傾向」1947 年 4 月 27 日。 
(58)前掲荒武、2017 年、5 頁。 
(59)「一拉起復査、大家也許会覚得没的可査啦！ 可是事実上還有許多要解決的問題、請看下面這幾種：




体区幹部。」「大鉄牛廟村就是様子 莒南沚坊区区幹打通『没的査』思想」1947 年 5 月 7 日。 
(61)「在大批幹部出発支前情況下、莒南県委決定普遍実行『聯合村』辦法、以解決幹部缺乏困難。同時可
以大量培養提撥幹部、就是以比較好的村為中心、聯合周囲荘村幹、成立一個工作組或委員会、統一領導這
幾個荘的工作。……。」「幹部缺乏怎麽辦？ 莒南実行『聯合村』制」1947 年 3 月 9 日。 
(62)「（濱海）地委又給咱們指出：……。在完成上辺這些工作時、還不能放鬆了支援前線、必須適合戦争
的拉鋸形勢、一面支前一面復査。要求大家多找帯頭的、最少十個人裏有一個或両個、争取在五月底完成。」
「共産党一開会・荘戸人有喜事 地委佈置復査工作」1947 年 4 月 13 日。 
(63)「日照県的個別地方、開始注意糾正違犯中農利益的毛病、和賠償中農利益。碑廓区在反特復査中、違
犯中農利益比較普遍。……。」「中農利益不能違犯 日照個別地方注意賠償」1947 年 6 月 13 日。 
(64)「兄弟爺們！ 自従四月份上半月、咱濱海共産党的総機関（就是地委）開会、給咱佈置了復査工作以
後、莒南、莒県、日照三個県、……、現在大体上算完成了任務、大封建地主、特務、都搞挎了。」「共産
党領導咱刨掉了壊根 莒南・日照・莒県 全部農民兄弟大翻身 一四三七五中中畝地回家 一六七七四戸
赤貧有喫有穿」1947 年 7 月 1 日。 





要堅決闘争 一定能粉砕敵人掃蕩」1947 年 8 月 27 日。 
(67)前掲荒武、2001 年、350 頁。 
(68)「郯城某村的農民、在不断的戦闘当中、上月二十八号、把全村的壊地主、像趕猪群一様、逮捕管制起
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来了。……。四号那天剛喫過早飯、忽然荘東発生了敵情、……、掩護全荘撤退了。下午、蒋鬼子剛離荘不
到五里路、窮爺們又回来了。……。当天晩上、就要闘争壊蛋地主張ＱＹ。某荘又滾鍋了。」「辺沿某村滾
了鍋」1947 年 8 月 25 日。 
(69)「郯城県掛剣区某村、在上月蒋軍配合還郷団千余人、分三路『清剿』沭河東岸和馬陵山一帯的時候、
敵人只隔十幾里、砲声隆隆的響、咱民兵就到南嶺去站崗放哨、全荘四百男女老少、緊張分配闘争果実。……。




年 9 月 10 日。 
(71)「……、荘裏一般都看成是二流子、不叫他們一斉参加闘争分果実、是不妥当的。……。」「対二流子









他当了農会委員。」「您看他們都成了幹部啦！」1947 年 10 月 5 日。 
(74)「莒南県小嶺村支部、在発動貧雇農、対地主進行清算闘争以後、又進一歩検査了、是否有掉隊的窮兄
弟。挨門挨戸的検査、発現有四戸雇工、還都是窮『光棍子』。……。這次支部把這四個人召集起来、進行
了検討、説明過去対他們的問題処理不妥当。……。」「莒南小嶺村支部 進一歩発動掉隊群衆」1947 年 11
月 11 日。 










們就要洩勁。……。」「桃園区貧僱農路線模糊 復査工作発生三大偏向 区幹部已着手糾正」1947 年 8 月
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多貧僱農検査翻身」1947 年 8 月 5 日。 
(82)「日照県望海区大堯王城村、経過細査、又査出地主丁ＷＹ三口人住着六間屋、安ＢＴ両口人住着三間
屋、……。経貧雇農検査出来以後、大家決定在十月十日那天、全村大搬家。」「大堯王城細査後十二戸貧
雇農有屋住」1947 年 10 月 21 日。 











論没収他的全部財産」1947 年 8 月 9 日。 
(86)「莒南県大店区街町村、経過『細査』以後、発現復査工作很不澈底。有三家地主根本没進行処理、比
方荘ＺＨ、在荘裏担任賬先生和識字班老師、全家四口人、有中中地六十多級（？）、喫水都是人家挑、喫
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団』家属」1947 年 8 月 5 日。 
(90)「東海、臨沭、郯城三県的辺沿区、農民経過反蒋復仇運動以後、很快転入復査、進一歩的当家、対『還
郷団』、地主、悪覇、富農、都按罪悪軽重、分別処理。郯城県首先把五百多『地主還郷団』家属逮捕起来。……。」















表示絶対遵従」1947 年 8 月 11 日。 
(94)「莒県中楼村、通過貧僱農小組的討論、農救会大会的決定、給地主訂出十大金箍帽：（一）自己労働
喫飯、没有公民権。（二）不経農会批准、要是出外三里、誰見了誰打。（三）両個人一塊喞咕、誰見了誰
- 66 - 
 






























日照県委検査復査 発現三個重要問題」1947 年 11 月 19 日。 
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猖獗」『内部参考』1953 年 1 月 7 日。 
 
本研究は JSPS 科研費 課題番号：16K03088「内戦期華北地域社会における中国共産党支配確立過程：
伝統社会からの転換」の成果の一部である。 
